
２０１３２０１３年年１０１０月月４日４日
株式会社ＮＴＴドコモ株式会社ＮＴＴドコモ

代表取締役社長代表取締役社長 加藤加藤 薰薰

「スマートライフのパートナーへ」「スマートライフのパートナーへ」
～ドコモが取り組む新たな価値創造～～ドコモが取り組む新たな価値創造～
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自己紹介自己紹介

【出身地】 大阪府

【略 歴】

1977年（S52） 日本電信電話公社入社

1982年（S57） 技術局第二調査係長

1988年（S63） 神戸支社副支社長

1990年（H 2） 国際調達室担当部長

1992年（H 4） 北陸支社設備企画部長

1994年（H 6） エヌ・ティ・ティ関西移動通信網株式会社

資材部長 総務部担当部長兼務 設備部担当部長兼務

2002年（H14） 株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ関西 取締役 経営企画部長

2005年（H17） 当社 特別参与

同年7月 三井住友カード株式会社 代表取締役兼専務執行役員

2007年（H19） 株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ関西 常務取締役

同年7月 同社 常務取締役 経営企画部長

2008年（H20） 当社 取締役常務執行役員 経営企画部長

2012年（H24） 当社 代表取締役社長

（現在に至る）



22

Ⅰ モバイル通信市場の現状

Ⅲ ネットワークの進化

Ⅱ スマートフォンの進化

Ⅳ スマートライフのパートナーへ～新たな価値創造への取り組み～

Ⅴ 競争力強化に向けて



33

ＮＴＴグループにおける位置づけ

-3-

ＮＴＴ東日本 ＮＴＴ西日本 ＮＴＴ
コミュニケーションズ

ＮＴＴデータ

その他
グループ会社

長距離・
国際通信事業

データ通信事業 その他の事業

100％
*

100％
*

100％
*

54.2％
*

地域通信事業
不動産事業
金融事業

建築・電力事業

• 連結営業収益 :  107,007億円

• 連結営業利益 :  12,020億円

• 従業員数 :  227,200名

• 連結子会社数 :  827社

営業収益営業収益

営業利益営業利益

従業員数従業員数

子会社数子会社数

36,582億円

925億円

81,300名

80社

16,579億円

1,213億円

33,300名

270社

13,035億円

858億円

61,400名

217社

12,576億円

536億円

27,300名

79社

ＮＴＴドコモ

移動通信事業

66.6％
*

44,701億円

8,364億円

23,900名

180社

*数字は議決権比率（2013年3月末現在）

Dimension
Data

100％
*

（注）2013年3月期。各セグメントの営業収益および営業利益は、セグメント間取引を含む。

ＮＴＴドコモは、ＮＴＴの連結子会社であり、移動通信事業会社
売上高はＮＴＴグループ全体の約４割、営業利益は約７割
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携帯電話市場における位置づけ

世界の主な通信事業者の中で、売上高では第５位
国内契約数シェアは第1位

（10億ドル）

【出典】 WCIS World Cellular Information Service 2012年の売上高

ソフトバンク

出典： 各社発表を元に当社が算出

（2013年6月末）

6,040万

（46.5％）
3,568万

（27.5％）

2,970万

（22.9％）

au

ソフトバンク

44.8％

au

（世界）売上高 第５位 （国内）契約数シェア 第１位

24.2％
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0%

50%

100%

0 

1,000 

2,000 

3,000 

4,000 

5,000 

08年度 09年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度

日本のスマートフォン出荷台数・比率

【出展】 MM総研（2013年3月）

（万台） フィーチャーフォン出荷台数

スマートフォン出荷台数

スマートフォン出荷台数比率

予想

2011年にスマートフォン
出荷台数が５０％を超過

フィーチャーフォン

スマートフォン



66

0

20

40

60

データARPU比率でリードする日本

【出展】 BofA Merrill Lynch Global Research estimates 
2013年7月2日の為替レートを適用

※ARPU= 加入者一人あたりの月間売上高

（ドル）

日本ではデータARPUの割合が高い。

2013年１Ｑ 音声

201３年１Ｑ データ

NTTドコモ
（日本）

AT&T
（アメリカ）

テレフォニカ
（スペイン）

中国移動
（中国）

バーティー
（インド）

ロジャーズ
（カナダ）

テレストラ
（ｵｰｽﾄﾗﾘｱ）

ＦＴ/ｵﾚﾝｼﾞ
（ヨーロッパ）

ＤＴ
（ドイツ）

テレコム
イタリア

（イタリア）

アメリカ
モバイル

（メキシコ）

ＭＴＳ
（ロシア）

45%

34%

64% 50%

41%

44%
44% 36%

40%
34% 27%

17%
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ドコモ加入者数の推移

(年度)

(百万)

市場拡大フェーズ

成熟フェーズ

1G
2G

3G
LTE

Stage1： 拡大期

Stage3：
スマホ時代Stage2： 成熟期

フィーチャーフォン時代

スマートフォン時代を迎え、契約者は拡大傾向
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ドコモの収入構造の変化

-

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

96 97 98 99 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12

音声収入

（億円）

1999年2月
iモード開始

その他収入

(年度)

Stage1：拡大期

Stage3：
スマホ時代Stage2： 成熟期

フィーチャーフォン時代

パケット収入

スマートフォン時代を迎え、収入の中核はパケット収入＋その他収入へ
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同業他社との経営指標比較①

-

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

4兆4,701億円

3兆3,662億円

3兆3,378億円

NTTドコモ ＫＤＤＩ ソフトバンク

２０１２年度 営業収益 ２０１２年度 営業利益

-

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

8,372億円

5,127億円

7,450億円

NTTドコモ ＫＤＤＩ ソフトバンク

営業収益、営業利益ともに同業他社を上回る
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同業他社との経営指標比較②

負債比率＝ 有利子負債額 ÷ （株主資本＋有利子負債額）
有利子負債額、株主資本は各社会計基準による2013年度１Ｑ末ベース。

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

（2012年度）

-

1,000

2,000

3,000

2,488億円

688億円
459億円

NTTドコモ ＫＤＤＩ ソフトバンク

50.2％ 28.5％ 15.5％

NTTドコモ ＫＤＤＩ ソフトバンク

（2013年度1Q末）

2,464億円

1兆1,857億円

4兆6,177億円

4.3％ 34.3％ 70.8％

配当金総額

配当性向

有利子負債額

負債比率

配当関連、負債関連の指標について、同業他社を上回る
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Ⅰ モバイル通信市場の現状

Ⅲ ネットワークの進化

Ⅱ スマートフォンの進化

Ⅳ スマートライフのパートナーへ～新たな価値創造への取り組み～

Ⅴ 競争力強化に向けて
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２０１３年度 事業運営方針

構造改革による経営基盤強化

サービスパックの導入
ｄマーケットの拡充

端末 ネットワーク サービス

ＬＴＥ 「Ｘｉ」
品質向上の徹底

お奨め機種の明確化

基本要素の磨き直し
ユーザ基盤の更なる拡大

クラウドサービスの拡充
新たな収益源を拡大

モバイル領域 新領域

「スマートライフのパートナーへ」
便利・充実・効率的 楽しみ・喜び安心・安全
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ドコモドコモ スマートフォン・タブレット端末ラインナップスマートフォン・タブレット端末ラインナップ

先進・安心 Ｘｉスマートフォン

10月 冬モデル新ラインナップ 発表予定

〔2013年夏モデル〕

※らくらくスマートフォン２はNFC,NOTTV非対応
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「ツートップ」 販売状況

両機種とも販売好調 スマートフォンへの移行を促進

ＳＳＣＣ－０－０４４ＥＥ

ＳＳＯＯ－０－０４４ＥＥ

５月２３日発売後５月２３日発売後

約約９０９０万台万台

TM

家電量販店携帯電話販売
ランキング（ＧｆＫジャパン調べ） ＊

発売から１5週のうち

＊ 当該一週間における機種別数量シェア ＳＯ－０４Ｅ “全国有力家電量販店の販売実績集計／ＧｆＫジャパン調べ“

１４週 １位獲得
１３年５月１３日～６月２３日の６週
１３年７月１日～８月２５日の８週

５月１７日発売後５月１７日発売後

約約１６０１６０万台万台

スマートフォン移行数* ２３％増

フィーチャーフォン ポートアウト数* ３２％減

応対時間・待ち時間短縮

調達コスト低減
＊ ツートップ発売前（１３年５月１日～１６日） と発売後（１３年６月１日～１６日） での比較

分かりやすさ 選びやすさ
魅力的
お求め安い

お客様満足度向上お客様満足度向上

ツートップによる効果ツートップによる効果



1515

iPhoneiPhoneをご購入のすべてのお客様をご購入のすべてのお客様

他社からお乗りかえ（ＭＮＰ）のお客様他社からお乗りかえ（ＭＮＰ）のお客様

現在ドコモをお使いのお客様現在ドコモをお使いのお客様

iPhone買いかえ割 プラスiPhone割

ドコモへスイッチ割

ドコモへおかえり割 iPhone下取りプログラム

お求めやすい販売価格でご提供
例えば、iPhone 5s（16G）なら販売価格が新規、MNP、機種変更ともに実質０円

iPhone Xiカケ・ホーダイ半額キャンペーン

iPhoneiPhone（アイフォーン）販売（アイフォーン）販売

９月２０日よりiPhone販売開始

ドコモへスイッチ学割ドコモへスイッチ学割
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らくらくスマートフォンらくらくスマートフォン

8月16日発売開始

ボタンのように押した感触がある「らくらくタッチパネル」
見やすい大画面（4.3インチ）
docomo LTE Ｘｉ対応

発売予定日：10月4日

「dマーケット」に加え「Google Play」に対応

らくらくスマートフォン２

らくらくスマートフォンプレミアム
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スマートフォン基盤スマートフォン基盤 ２２,,０００万突破０００万突破
ＬＴＥＬＴＥ Ｘｉスマートフォン比率Ｘｉスマートフォン比率 ６割を超える６割を超える

スマートフォン利用数スマートフォン利用数

LTE Ｘｉ 契約数

１２年度 １Ｑ末 １３年度 １Ｑ末

（万契約）

３３２

１,４２０

４.３倍

（万契約）

１２年度 １Ｑ末 １３年度 １Ｑ末

約１,２００

約２,０５０

スマートフォン 利用数

約７０％増

Ｘｉ 比率
約１８％

Ｘｉ 比率
約６０％



1818

Ⅰ モバイル通信市場の現状

Ⅲ ネットワークの進化

Ⅱ スマートフォンの進化

Ⅳ スマートライフのパートナーへ～新たな価値創造への取り組み～

Ⅴ 競争力強化に向けて



1919

都市部も郊外も都市部も郊外も音声もデータ通信も音声もデータ通信も 平常時も災害時も平常時も災害時も

つなぐ技術つなぐ技術

ネットワーク

お客様ニーズに合わせた
Xiエリアの『広がり』

都市部で快適にお使いいただける『速さ』

２ＧＨｚ・６セクタ基地局の都市部展開

パラメータチューニングによるＮＷ 適化

つなぐ努力つなぐ努力

ドコモのネットワーク構築の考え方ドコモのネットワーク構築の考え方
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ドコモのドコモのLTELTEサービスサービスＸｉＸｉ エリアは順調に拡大エリアは順調に拡大

ＸｉＸｉ 基地局基地局 ７５７５MbpsMbps以上以上
対応基地局対応基地局

約４０約４０,,０００局０００局
（約３４（約３４,,０００サイト）０００サイト）

約２８約２８,,０００局０００局
（約２６（約２６,,０００サイト）０００サイト）

約３７約３７,,０００局０００局
（約３３（約３３,,０００サイト）０００サイト）

１３年９月実績１３年９月実績

約５０約５０,,０００局０００局
（約４０（約４０,,０００サイト）０００サイト）

１４年３月末計画１４年３月末計画１３年３月１３年３月

約２４約２４,,４００局４００局

１３年９月実績１３年９月実績 １４年３月末計画１４年３月末計画１３年３月１３年３月

約６約６,,４００局４００局

＊ 東名阪で運用開始予定

１３年１０月末 １５０Ｍｂｐｓサービス開始予定
＊
、対応エリア順次拡大
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２GHz 1.7GHz 1.5GHz1.5GHz800MH800MHｚｚ

ドコモが使用する周波数は２GHz、１.７GHｚ、１.５GHz、８００MHｚのクアッドバンド

各周波数帯の特性を活かしたエリアの構築と展開

新規周波数帯の拡大による快適な速さの実現

ＸｉＸｉ向け周波数向け周波数

NEWNEW

４つの周波数帯を効率的に運用

※iPhoneは、２GHｚ、１.７GHｚ、８００MHｚに対応
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「快適さ」

パケ詰まりのないネットワーク

「速さ」

ピークスループット国内 速維持

Ｘｉネットワーク戦略

「広さ」、「速さ」、「快適さ」を追及し、お客様に満足いただける
Ｘｉネットワークを構築する

１．５１．５GHGHｚｚ１．７ＧＨｚ１．７ＧＨｚ

２ＧＨｚ２ＧＨｚ ８００ＭＨｚ８００ＭＨｚ １．５１．５GHGHｚｚ１．７ＧＨｚ１．７ＧＨｚ

他社を上回るネットワークの実現

「広さ」

他社を上回るエリアの広さ

２ＧＨｚ２ＧＨｚ ８００ＭＨｚ８００ＭＨｚ
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第三者機関 ＬＴＥ 調査結果

過去 多 ２１４７地点調査で
エリア ・ 速度とも Ｎｏ．１

日経ＢＰコンサルティング
「第２回全国ＬＴＥ/４Ｇエリア調査」

ＨＴＣ Ｊ Ｏｎｅ ｉＰｈｏｎｅ５ ＡＱＵＯＳ ＰＨＯＮＥ Ｘｘ ｉＰｈｏｎｅ５

２５.００Ｍｂｐｓ
２１.７７Ｍｂｐｓ

１２.３７Ｍｂｐｓ

２１.３６Ｍｂｐｓ

１１.８７Ｍｂｐｓダウンロード
速度

ＬＴＥ
エリア化率 ９８.６％ ９７.８％ ８４.４％ ８０.４％ ９３.９％

過去 多の全国１,７９３か所（全２,１４７ポイント）での大規模ＬＴＥエリア調査における結果（日経ＢＰコンサルティング調べ）
※ 調査期間：２０１３年６月２６日 ～ ７月１５日 ※ ＬＴＥエリア化率：全２,１４７ポイント中、ＬＴＥでつながったポイント数の比率
※ ダウンロード速度：各機種ごとにＬＴＥによるデータ通信ができた場合のダウンロードスピードの平均値。計測には、「ＲＢＢ ＴＯＤＡＹ ＳＰＥＥＤ ＴＥＳＴ」アプリを使用

Ｘｐｅｒｉａ Ａ

高層ビル・タワー・展望施設でもっとも使えるのはドコモ
富士山・三保の松原 全５地点でＬＴＥがつかえるのはドコモだけ
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Ｘｉ通信継続率

生活シーン・ビジネスシーンを支えるＸｉ生活シーン・ビジネスシーンを支えるＸｉサービスサービス

Ｘｉエリア化 完了
（２０１３年３月）

約９９%
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富士山 Ｘｉエリア化

2525

山頂に加え、頂上に続く４登山道山頂に加え、頂上に続く４登山道
すべてでＬＴＥがつながるのはドコモだけすべてでＬＴＥがつながるのはドコモだけ ＊＊

＜ＬＴＥ 提供エリア＞
・ 山頂 （８月末まで）
・ 吉田口（登山口・登山道・山小屋）
・ 須走口（登山口・登山道・山小屋）
・ 御殿場口（登山口・登山道・山小屋）
・ 富士宮口（登山口・登山道・山小屋）

富士山でもＸｉサービス開始 （７月１１日～）

＊ 当社調べ （２０１３年６月２８日～７月１１日）
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Ⅰ モバイル通信市場の現状

Ⅲ ネットワークの進化

Ⅱ スマートフォンの進化

Ⅳ スマートライフのパートナーへ～新たな価値創造への取り組み～

Ⅴ 競争力強化に向けて
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「スマートライフのパートナーへ」「スマートライフのパートナーへ」 ～「ドコモ生活圏」を構築～～「ドコモ生活圏」を構築～

メディア/
コンテンツ

メディア/
コンテンツ

安心安全安心安全安心安全M2MM2MM2M

アグリゲーション
プラットフォーム

アグリゲーションアグリゲーション

プラットフォームプラットフォーム

金融
決済

金融金融
決済決済

メディカル
ヘルスケア

メディカルメディカル
ヘルスケアヘルスケア

コマースコマースコマース

スマートライフ
のパートナーへ

スマートライフスマートライフ
のパートナーへのパートナーへ

モバイルを中核とした生活空間

「ドコモ生活圏」

モバイルを中核とした生活空間

「ドコモ生活圏」

環境
エコ

環境環境
エコエコ

便利・充実・効率的

楽しみ・喜び 安心・安全

専門知識に基づき
適切にサポート

お客様の趣味・嗜好に合った
モノ・サービスの提案

いつでもどこでも日常生活を
見守り安心をサポート

アドバイス

マッチング プランニング

モニタリング

お客様の望むプランを
スムーズにアレンジ
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モバイル領域と新領域を両輪として、スマートライフを実現していく

スマートライフ

モバイル領域のモバイル領域の
競争力強化競争力強化

新領域での新領域での
取り組み加速取り組み加速

普及促進普及促進

価値創造価値創造

スマートライフの実現に向けてスマートライフの実現に向けて
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“ｄマーケット”とは

ファッ
ション

学習 健康 旅行

デジタルデジタル
コンテンツコンテンツ

ｅコマースｅコマース
（商取引）（商取引）

生活生活
サービスサービス

動画 音楽 電子
書籍

アニメ ゲーム

食品・日用品 ハンドメイド作品

無
限
の
楽
し
さ
が
広
が
る

マ
ー
ケ
ッ
ト
へ

生活を楽しく便利にするスマートフォン向けマーケット
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ｄｄマーケットの拡大マーケットの拡大

8月2012年度 2013年度

457万※

契約

101万※

契約

156万※

契約累計2,558万※ダウンロード

累計1.6億※ダウンロード
商品数：約14万※点

作品数：約8,000点※

2013年5月開始

2012年12月開始

2012年12月開始2012年7月開始2011年11月開始

2011年11月開始

2012年度 取扱高 288億円
2013年度第１四半期 取扱高 127億円

※ 2013年8月末時点© 2013 NTT DOCOMO, INC. All Rights Reserved.

ｄビデオ

ｄヒッツ

ｄアニメストア
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おすすめパック、あんしんパックおすすめパック、あんしんパック

９２４円/月 ５２５円/月

スマートフォン
あんしん遠隔
サポート

ケータイ補償
お届けサービス

・・・

あんしんパックおすすめパック

人気コンテンツが使い放題

１,０２９円/月 ６３０円/月

「お得と安心」をキーワードに人気サービスをパッケージ化「お得と安心」をキーワードに人気サービスをパッケージ化

クラウド容量オプション
プラス５０ＧＢ

あんしん
ネット
セキュリティ

契約者数：約240万人
（8月末時点）

契約者数：約139万
（8月末時点）
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健康支援サービス

運動機器

健康健康
食事食事

睡眠・癒し睡眠・癒し

運動運動レシピ
食育

各サービスが相互連携

ヘルスケアデータ 一元管理

歩数計

スマートフォン

ライフスタイルの提案
運動支援サービス

健康食材
有機食材

健康機器

保険・医療保険・医療 体温計 睡眠計体組成計

医師・薬剤師とのつながり

医療保険

お客様の「ウェルネス」お客様の「ウェルネス」ををトータルでサポートトータルでサポート
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金融・決済事業における取り組み

料金収納代行

クレジット
（ＤＣＭＸ/ｉＤ）

ドコモ保険ドコモ ケータイ払い

ドコモ口座/
ケータイ送金

ケータイ補償
お届けサービス

クレジットサービス

決済サービス 保険サービス

金融サービス



3434

新たな価値創造で、社会の様々な問題を解決新たな価値創造で、社会の様々な問題を解決

速・強靭なネットワークの提供
安定した通信・サービスを提供
し続け、災害にも強いライフライン
としての機能を果たす

■社会インフラを担う企業としての社会的責任の遂行
■ 速・強靭なネットワークの提供
■スマートライフのパートナーへ

社会インフラを担う企業としての社会的責任の遂行
（適正な組織統治・人権尊重・公正な取引・お客様満足度の向上 etc）

安心・安全な社会の実現

etc

青少年の保護

ハンディキャップ
をお持ちの方の

サポート

ド コ モ の 夢

より豊かな社会の実現

etc

健康な生活を
全ての人に

環境に
やさしい経営

ド コ モ の 使 命スマートライフのパートナーとして、スマートライフのパートナーとして、
社会の様々な問題を解決します社会の様々な問題を解決します

社会の様々な問題を
解決し、安心・安全でよ
り豊かな社会の実現
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Ⅰ モバイル通信市場の現状

Ⅲ ネットワークの進化

Ⅱ スマートフォンの進化

Ⅳ スマートライフのパートナーへ～新たな価値創造への取り組み～

Ⅴ 競争力強化に向けて
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パケット収入 １.５倍 （対２０１１年度）

スマートフォン契約数 ４,０００万

スマートＡＲＰＵ 約２倍 （対２０１１年度）

新領域収入 １兆円

中期経営指標 （２０１５年度）
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新領域収入の進捗

１２年度 １３年度 （予想） １５年度 （目標）

（億円）

約１兆円

約５,３５０

２０１５年度２０１５年度 １兆円へ向け１兆円へ向け
順調に進捗順調に進捗

メディア・
コンテンツ
約３,０００

コマース
約３,０００

金融・決済
約２,５００

その他

約９５０

約１,１５０

約２,０５０

約１,２００

約７,０００
（約１,５００）

約１,４００
（約３００）

約１,６００
（約３５０)

約２,２００
（約５５０）

約１,８００
（約３００）

スマートＡＲＰＵ ４２０円 ５１０円 ６７０円

（）内は１Ｑ実績
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経営体質の強化

ネットワーク

研究開発

端末

販売

サービス

主
な
取
り
組
み

◆ 開発・調達・建設・保守 トータルで効率化

◆ 開発対象装置の選択と集中

◆ サービス開発の 適化

◆ 調達価格低減に向けた端末戦略の見直し
- 搭載機能・販売サイクル・調達方法の 適化、修理費の低減

◆ 店頭・コールセンター稼動の 適化
- オンラインショップの活用/業務プロセスの見直し

◆ サービスラインナップの 適化

１２年度 １３年度 １５年度

２,５００億円
規模の効率化

１,６００億円
効率化

５００億円効率化

１Ｑ実績 ２２０億円

構造改革をスピードアップ構造改革をスピードアップ
１５年度１５年度 ２２,,５００億円効率化へ５００億円効率化へ

※ 効率化額は対１１年度比
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０６年度 ０７年度 ０８年度 ０９年度 １０年度 １１年度 １２年度 １３年度 

（計画）

設備投資

７,０００
７,５３７

効率化とＸｉへのリソースシフト効率化とＸｉへのリソースシフト
中期的に７中期的に７,,０００億円を下回る水準へ０００億円を下回る水準へ

ＦＯＭＡ
Ｘｉ

その他

ＰＤＣ

（億円）
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営業利益の推移

０６年度 ０７年度 ０８年度 ０９年度 １０年度 １１年度 １２年度 １３年度

（計画）

.

（億円）

８,０８３

８,３１０
８,３７２８,３４２

８,４４７

８,７４５

７,７３５

８,４００

１３年度は８１３年度は８,,４００億円を計画４００億円を計画

できるだけ早期に９できるだけ早期に９,,０００億円達成を目指す０００億円達成を目指す
９,０００

・・・
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株主還元

０８年度 ０９年度 １０年度 １１年度 １２年度 １３年度(予想)

配当額 配当性向
５,６００

５,２００５,２００

４,８００

６,０００

４３.０％ ４３.８％
４４.１％

５０.１％ ５０.２％

６,０００

（単位：円）

安定的配当の継続安定的配当の継続
国内トップレベル配当性向の維持国内トップレベル配当性向の維持

＊ １３年度（予想）の１株当たり配当額は、１３年１０月１日に予定している１：１００の株式分割を考慮しない場合の配当額を記載
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後に・・・

１．６,２００万の顧客基盤

２．ＮＷ品質・先進サービスに対する高い信頼

３．世界をリードする研究開発力

４．強固な財務体質

５．国内トップレベルの配当性向・利回り




